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ハワイはパワースポットー

『この木なんの水気になる木鐙前も知らない木ですけど ‘CMに辻F二言為
ハワイのモンキーポッドで、日本のねむの木にあたる木です｡」開口一番バスガイドが言っ

たコナ国際空港を出た車窓からは、この不思議な木がゆったりと大小様々に見渡せた。

1959年ハワイ州が誕生、50周年にあたりレイをいただく。コナはコナコーヒーで有名な

ところなのだが、着陸した国際空港の建物はなんとテント張り、日本旅客機のために臨時

に開くだけだからというが、見栄をはらない合理的な考え方だ。19世紀にハワイを統一、

ハワイ王朝を築いたカメハメハ大王は歌にも歌われている。統一後争いはなく、ポリネシ

ア系の現地人と中国、日本からの多くの移民が平和に暮らした｡今でも米州でありながら、

人種問題は「ない」という。

「ない」と言えば、花粉症もない。ヤシの木やマンゴーなど熱帯性高木が豊富なので様々

な花粉は飛んでいると思うが、空気がきれいな故なのか。時々マンゴーが上から落ちてき

て怪我をするから気をつけなさいと言われた程多く生えている。生き物にもたくさん会っ

た。レストランに平気で小鳥が入って来るし、黒砂海岸ではアオウミガメ2匹が甲羅干し

をしていた。鳴き声から名前が付いたというネーネー（ハワイガン）にも会えた。

屋外のルアウデイナーショウは圧巻だった。地面に掘った直径3m程のカマドから蒸し

焼きにした豚を取り出して切り分け食事をする。舞台では女性はフラ、男性は力強い狩り

踊りや火を使ってたくましい裸体で踊る。インディアンとは違う現地人の昔の生活を物佛

させた。フラは神への祈り、神とのコミュニケーションで、動作一つ一つに意味があると

いう。ヤシの木の先には海の彼方に榿色の夕日が落ちて行った。

世界遺産のキラウエアー火山は噴煙をあげ、昼間は白い煙に見えたが夜は高温のため、

赤い炎に見えるという。遠く4000m級の山マウナ・ロアまたマウナ・ケア山頂の日本のす

ばる天文台等がはっきり見え、太陽に照らされ光っていた。

ハワイの島々は火山の噴火によりできては西に流れ次々生まれたという。訪れるとリュ

ウマチが良くなるので研究してアルミナ等鉱石を用いて製品化した日本の会社もある。ポ

ハク・ストーンやハワイアンソルト、またグァバの木のロミロミ・スティックやフラワー

エッセンスの数々等、癒しに効果があるようだ。地元でパワースポットと呼ばれる場所も

いくつかある。ハワイは自然の力が確かに満ち満ちているようだ。 （青柳節子）
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